
様式第５号（第８条関係）

【基本情報】

【取組結果】

30 年 4 月 1 日 31 年 3 月 31 日

ぐんま介護人材育成宣言取組結果報告書

法
人
名

フリガナ トクテイヒエイリカツドウホウジンジャンケンポン
法人所在地

群馬県高崎市棟高町1257-5
特定非営利活動法人じゃんけんぽん

大項目 小項目

具体的取組

自己
評価

取組前の状況
自己
評価

取組結果

＜宣言＞

　ぐんま介護人材育成宣言実施要綱第４条の規定に基づき、私たちは、職員一人ひとりがやりがいを持って働き続けられる魅力ある職場づく
りの取組を以下のとおり行い、それを積極的に公表することを宣言します。

取組期間 平成 ～ 平成

情
報
共
有
・
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ

ョ
ン
に
関
す
る
こ
と

理念・ビジョ
ン・方針に関
すること

→

記録・報告、
ミーティング
等に関するこ
と

→

その他（上記
以外・自由記
載）

→

法人・事業所
を取り巻く環
境や今後の
課題に関す
ること

→

年度事業計
画と目標に
関すること

〇

法人の年度方針に基づき、各部署が年度活動
計画を立案して、毎月幹部会議で活動実績に
ついてチェックと対策を検討している。
しかし、各部署の月例会議で自部署の活動実
績を毎月チェックし対策を検討することが不足し
ている。

→ △

活動計画の実施状況について各部署の月例会議に
て毎月チェックすることを改めてルールとしたが、口
頭確認しただけでルールを文章化しなかった。
月例の幹部会議で、各部署の月例会議において活
動計画の実施評価と対策検討したものを報告しても
らうこととした。

現場からの
アイデアや意
見・提案に関
すること

→



大項目 小項目

具体的取組

自己
評価

取組前の状況
自己
評価

取組結果

労
務
管
理
・
職
場
環
境
に
関
す
る
こ
と

ワークライフ
バランス（仕
事と暮らしの
両立）に関す
ること

→

勤務時間や
業務内容に
関すること

→

福利厚生等、
労働環境に
関すること

→

人員配置に
関すること

→

その他（上記
以外・自由記
載）

→

健康管理に
関すること

→

評
価
・
報
酬
に
関
す
る
こ
と

仕事の役割
や責任の範
囲等に関す
ること

→

能力評価・面
接等に関す
ること

→

その他（上記
以外・自由記
載）

→

能力評価に
基づく処遇改
善に関するこ
と

→

個々の職員
の役割や目
標に関するこ
と

→

賃金の決め
方や昇給に
関すること

→



大項目 小項目

具体的取組

自己
評価

取組前の状況
自己
評価

取組結果

　【自己評価】　◎・・・十分達成、○・・・おおむね達成、△・・・不十分、×・・・未達成

※　取組を行ったことを証する書類を添付

人
材
育
成
に
関
す
る
こ
と

職員の資質
向上のため
の研修方針
や研修実施
に関すること

→

新人職員の
教育体制に
関すること

→

管理職層や
リーダー層の
教育に関す
ること

〇

全職員を対象にコミュニケーションの初級研修
を実施して、コミュニケーションの円滑化を図る
と共に、管理者を対象に職員育成ツールとして
コーチング研修を集団研修で行なったが、まだ
効果が十分でない。
また、管理者個々の能力に差があり、個別育成
が必要だが十分にできていない。

→ △

コミュニケーション初級編を2クール（1クール3回）
行った上で、リーダー・リーダー候補を中心に中級編
を2クール（1クール3回）行い、参加者は延べ60名で
あった。
管理者向けのコーチング研修は、集合研修を3回実
施したが理解度等に個別差が大きく、個別コーチン
グのみに切り替え、延べ50時間実施。一般職員の個
別コーチングも延べ22時間実施。

職員の資質
向上のため
の外部講習
会や資格取
得等の支援
に関すること

→

その他（上記
以外・自由記
載）

→

将来のキャリ
アに対する支
援に関するこ
と

△

キャリアアップの見える化を進め、職種・職位の
表により提示を行った。
また、介護プロフェッショナルキャリア段位制度
を活用した評価制度を構築し運用を開始した。
しかし、それを基にした具体的なキャリアアップ
の目標設定やOJTが不十分になっている。

→ △

アセッサーの人数を新たに6名増やして12名にした。
レベル認定に取り組めた部署が少なく認定者は2名
になっている。認定の流れをアセッサー間で情報共
有した。
法人内での介護の基本をマニュアル化し、全職員に
周知した。まずはOFF-JTで研修を実施。レベル2を2
クール（1クール5回）、レベル3・4を1クール（1クール5
回）実施。OJTには徐々に活かしている。

自由に意見
を言える組織
風土に関す
ること

→
法
人
・
事
業
所
の
風
土
に
関
す
る
こ
と

挨拶や声か
けなどの組
織風土に関
すること

→

新しいアイデ
アや難しい課
題に対する
組織風土に
関すること

→

自主性を尊
重し、支援す
る組織風土
に関すること

→

向上心を持
つ職員を育
てる組織風
土に関するこ
と

→

その他（上記以外・自
由記載） →

その他（上記
以外・自由記
載）

→


